
シッピーノ新料金体系

シッピーノ料金改定のお知らせ
【現在シッピーノをご利用頂いている方へ】

2018.07.18
シッピーノ株式会社

月額料金

１連携につき
9,800円

全ストアのSKU数
合計に応じての課金

全連携の自動出荷件数の
合計による従量課金

（税別）

追記：7月19日
※SKUが500 件以上の方は、別途SKU数に応じての料金が加算されます。

※詳しい計算方法は２P目「料金の計算例」をご参照ください。
※出荷数が 3,000 件以上の場合、別途システム維持費が発生する場合がございます。
　詳細はお問い合わせください。

※ご契約から12ヶ月経過後の翌月に、前年分の年間保守費用として15,000 円をご請求させていただきます。
　現在ご利用のユーザー様につきましては、2020年6月時点でご利用を継続されている場合、
　今までの保守費用の合計として15,000 円を請求させていただき、2020年6月を新たな起算日と致します。

出荷件数毎の従量課金表
31件 ~~30件

@30円無料 @26円 @21円 @16円 @10円

301件 ~ 501件 ~ 1,001件 ~ 3,001件~

（税別）

（税別）その他料金

初期費用０円 保守費用 15,000 円／年

無料 5,000円／月 10,000円／月 別途問い合わせ

（税別）SKU合計に応じての課金表

501 件 ~1000 件 1001 件 ~3000 件 3001 件 ~~500 件

※

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、先だってご連絡致しました自動出荷サービス「シッピーノ」のバージョンアップによる機能の追加や連
携の概念の変化に伴い、より実情に則した料金体系へと改定をさせていただく事になりました。すでにご利用頂
いておりますユーザー様につきましては、2018 年の 10月 1日より、下記料金体系でのご対応とさせて頂きます。
急なお願いではございますが、なにとぞ事情をおくみ取りのうえ、ご協力いただきますことをお願い申し上げま
す。弊社と致しましては、今後ともユーザー様のご期待に添うべく、さらに便利な機能の開発や使いやすさの向
上に努め、よりご満足いただけるようなサービスを提供して参る所存です。今後ともご愛顧のほど、どうぞよろ
しくお願い致します。

※２連携目以降は、新たなストア（店舗・受注管理システム）を含む連携の場合＋9,800 円、
　ストアの追加がなく、物流サービスのみを追加する場合は 4,800 円が月額費用に追加されます。
　詳しくは２P目「料金の計算例」をご参照ください。
※受注管理システムと連携する場合、当該システムを１つのストアとみなします。
　（受注管理システムで一元管理している店舗は、シッピーノの連携としてはカウントされません）
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料金の計算例

スケジュール

楽天店（300件出荷）

楽天店（300件出荷）

Yahoo! 店（100件出荷）

楽天店（30件出荷）

２連携（9,800 円 ×2）
＋出荷数 400件（31~300 件の「270件」×「30円」
                          301~400 件の「100件」×「26円」

＝30,300 円（税別）

1連携（9,800 円 ×1）
＋出荷数 30件（30件までは無料）

＝9,800 円（税別）

1連携（9,800 円 ×1）
＋倉庫連携（4,800 円 ×1）
＋出荷数 300件（31~300 件の「270件」×「30円」）

＝22,700 円（税別）

本件に関するお問い合わせは、以下までお願いいたします。
mail：support@shippinno.co.jp
TEL：050-3188-8339（平日 10:00~18:00）
担当：西井（にしい）・加藤（かとう）・吉川（よしかわ）

※8月1日より新バージョンへの移行が可能となります。
　詳細につきましては、7月下旬頃に改めてご連絡差し上げます。

１ストア2倉庫

2ストア１倉庫

※同一モールでの２店舗以上のご利用時も、
9,800 円の連携となります。

楽天店（100件出荷）

Yahoo! 店（300件出荷）

２連携（9,800 円 ×2）
＋倉庫連携（4,800 円 ×2）
＋出荷数 400件（31~300 件の「270件」×「30円」
                          301~400 件の「100件」×「26円」

＝39,900 円（税別）

２ストア２倉庫

7月 ８月 ９月 10月 １１月

順次新バージョンへ移行移行案内

現在の料金体系 新しい料金体系

※9月30日に、現在のシッピーノは
　サービスの提供を終了します。

１ストア１倉庫

倉庫の連携を増やす事で、宅配便（60サイズ以上）はFBAマルチチャネルサービスから、
メール便サイズの商品は別の倉庫から出荷するなどの最適化が可能になります。

FBA

物流倉庫

物流倉庫

FBA

FBA

ロジモプロ


